
周西小学校「いじめ防止基本方針」
～児童が安心して学ぶことのできる学校へ～

令和５年４月

１ いじめの定義

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等、当

該児童と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行

為(インターネットを通じて行われているものを含む。)であって、当該行為の対象とな

った児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

（いじめ防止対策推進法 ※以下「法」と略す 第２条より）

２ いじめの認知

けんかやふざけ合いであっても、見えない所で被害が発生している場合もあるため、

背景にある事情の調査を行い、児童生徒の感じる被害性に着目し、心身の苦痛を感じて

いれば、法の定義のいじめに当てはまることからいじめを認知することになる。

（国の基本方針）

３ いじめ防止対策の基本理念

（１）いじめの禁止 （「法」第４条より）

・児童等はいじめを行ってはならない。

（２）いじめ防止等のための対策における基本的な考え方

①いじめがすべての児童等に関係する問題であることを全職員が十分に認識し、理解

する。 （「法」第３条）

②学校の内外を問わずいじめが行われなくなるようにする。 （「法」第３条）

③いじめを行わないように、またいじめを認知しながら放置しないようにするため、

いじめが児童の心身に及ぼす影響など、いじめの問題に関する児童の理解を深める

ようにする。 （「法」第３条）

④いじめを受けた児童の生命及び心身を保護することが特に重要と考え、市、地域、

家庭その他の関係者の連携の下、いじめ問題の早期発見と適切かつ迅速な対応を行

っていく。 （「法」第３条,第８条）

４ いじめ防止への基本姿勢

①いじめは「どの学校でも、どの子にも起こりうる」ものであることを全職員

が十分に認識し理解する。
・未然防止に取り組む。（道徳教育の充実｢自分のこととして捉え、考え、議論する｣,
いのちを大切にするキャンペーン,豊かな人間関係づくり実践プログラムなどの取り
組み、組織的な年間計画※別紙）

・問題の対応にあたっては、責任を持って正確な状況把握と説明を行うものとする。

・教師の抱え込みのないように（いじめの情報共有）組織として対応していく。

(「法」第２３条第１項)

②いじめは「人間として絶対に許されない」という意識を、学校全体を通じて

児童一人一人に徹底する。
・いじめを発見した場合は、いじめられている児童の立場に立ち、学校全体で当該児

童を守る。いじめられている児童については、学校が徹底して守り通すという姿勢

を日常的に示す。

・いじめを行った児童に対しては、保護者、地域との連携も含め、毅然とした態度で、

適切な対応と指導を行う。



・いじめが｢解消している｣状態とは、被害者に対する心理的又は物理的な影響を与え

る行為が止んでいる状態が、少なくとも３ヶ月継続していること。被害者児童が心

身の苦痛を感じていないこと(本人,保護者と面談)。２つの条件が満たされている必
要がある。

③常日頃から児童一人一人を大切にする態度を示し、教職員の日常の言動に十

分に気をつける。
・学習等の指導において、教職員の言動が児童に大きな影響力を持つことを十分に認

識し、間違っても教師が児童を傷つけたり、他の児童によるいじめを助長したりす

ることが絶対にないようにする。

④定期的な調査だけでなく、必要に応じて、きめ細かな実態把握に努めるよう

にし、集められた情報をすべての教職員で共有する。
・ささいな兆候であっても、いじめではないかとの疑いを持って、早い段階から的確

に関わっていく。

・定期的なアンケート調査を位置づけ計画的に実施する。アンケートをもとに教育相

談･個別面談等児童の実態に合わせて実施する。

⑤『いじめ防止基本方針』が、実効性を伴うものになるよう努める。
・学校の具体的な取り組みの実施状況について、学校評価の項目に設定する。評価結

果を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルに基づいて、学校におけるいじめの防止等のための

取り組みの改善を図る。

５ いじめ防止等に関する措置〈学校として特に必要な児童生徒について対応〉

○発達障害を含む、障害のある児童

教職員が個々の児童の障害の特性の理解を深めるとともに、個別の教育支援計画や

指導計画を活用した情報共有を行い児童のニーズや特性を踏まえた適切な指導及び

支援を行う。

○海外から帰国した児童や外国の児童、国際結婚の保護者を持つ外国につながる児童

言語や文化の差から学校での学びにおいて困難を抱える場合も多いことに留意し、

それらの差からいじめが行われないよう外国人児童等に対する理解を促進するとと

もに学校全体で注意深く見守り、必要な支援を行う。

○性同一性障害や性的指向・性自認に係る児童

性同一性障害や性的指向・性自認について、教職員の正しい理解の促進や、学校と

して必要な対応について周知する。

○東日本大震災により被災した児童

被害児童が受けた心身への多大な影響や慣れない環境への不安感等を教職員が十分

に理解し、当該児童に対する心のケアを適切に行い、細心の注意を払っていじめの

未然防止･早期発見に取り組む。

〇コロナウィルス感染症に係る児童

新型コロナウィルスの感染者、濃厚接触者とそのご家族、またその対策や治療にあ

たる医療従事者や社会機能の維持にあたる方とそのご家族等に対する偏見や差別、

当該児童にいじめが行われないよう、感染症に関する適切な知識を基に、発達段階

に応じた指導を行うことなどを通じ、細心の注意を払っていじめの未然防止・早期

発見に取り組む。（文科省 HPより）



６ 学校いじめ対策組織について

○担任や一部の教職員だけで問題をかかえこむことなく、学校として組織的に対応

する。

【共通確認事項】

・いじめ問題は、早期発見や早期解決、未然防止にむけて、チームで対応することを

原則とする。

・各学級で起こっていることを生徒指導会議で共有して、担任を学校全体でフォロー

する。

・問題解決までの過程を明確にして、安易に解決したと判断しない。

｢実態把握｣→｢解決に向けた対応｣→｢経過観察｣→｢検証｣

・時系列に沿って、経過の記録を残しておく。

いじめの認知
↓

担任・学年主任

生徒指導会議・長欠対策委員会

報告･相談 連絡･連携

いじめ問題対応会議
【構成員】校長,教頭,教務主任,生徒指導主任,

特別支援コーディネーター,各学年主任
養護教諭,長欠担当,該当学級担任,関係職員等

【役割】 調査→正確な実態把握

→指導体制・方針の決定

→解消への指導・援助(児童)

→保護者との連携→今後の対応について検討

依頼･派遣

南房総教育事務所
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７ 重大事態への対処について

（１）重大事態への基準 (「法」２８条)

①いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生

じた疑いがあると認めるとき。

②いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがあると認めるとき。相当期間とは年間３０日を目安とする

が事案によって迅速に調査に着手する。

※児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申し立てがあったとき

を含む。

（２）発生した場合の連絡体制、初動

①学校内及び教育委員会への報告

・発見者→担任→生徒指導主任→教頭→校長

校長→教育課長→教育長→市長

※緊急時には臨機応変に対応する。連絡先等を明記する。

一報後、改めて文書により報告する。

②必要に応じて警察等関係機関に通報する。

・いじめが児童の生命、身体又は財産に重大な損害があると判断したときは、すみ

やかに所轄警察署に通報し、適切に援助を求める。

③学校いじめ組織の招集

・いじめ対策会議を母体として重大事態の性質に応じて、適切な専門家を加える。

④具体的な調査方法

・いじめ行為の事実関係を網羅的に明確にする。この際、因果関係の特定を急ぐべ

きではなく、客観的な事実関係をすみやかに調査する。

・いじめを受けた児童及び保護者に対して情報を適切に提供する。

⑤関係機関との連携

・警察、教育委員会、地方自治体、心理や福祉の専門家、弁護士、医師、教員等

⑥自殺の場合の保護者対応

・保護者の気持ちに寄り添って、何事にも誠心誠意尽くす。

・情報を適切に提供し、説明責任を果たす。

⑦自殺の場合のマスコミ対応

・教育委員会指示指導の下、窓口一本化（校長）

８ 学校いじめ防止基本方針の公表・点検・評価等について

（１）ホームページでの公表

・公表した内容を、様々な機会を活用して、説明する。

（２）年度末の評価と公表

・学校評価の項目に加え、年度末に評価･公表を行う。

・いじめ問題の取り組みを保護者、児童、職員等で評価し、次年度への検討をする。

（３）学校いじめ防止基本方針の見直しについて

・ＰＤＣＡサイクルの考え方に従い、評価をして、その結果を踏まえ、取り組みが

適切に行われたか否かを検証する。

・県教委や市教委の基本方針が示された折には、その方針に基づいて随時見直しを

図る。



｢いのちを大切にする」年間計画

４月 ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

人 取

生 権 組

徒 集 み

指 会 の

導 反

部 省

生 徒 指 導 会 議

いじめ報告・児童の様子を報告(学年学級)

い 人

未 学 教 教 じ 権 授

然 級 育 育 め 週 業

防 開 相 相 防 間 参

止 き 談 談 止 ・ 観

に 週 週 の 人

つ 間 間 授 権

い 業 授

て 業

道 徳 教 育 の 充 実

相

早 談 休 休

期 窓 み み

発 口 明 明

見 の け け

に 開 調 調

つ 設 査 査

い ・

て 紹

介

保 随 六 卒

護 時 年 業

者 い 生 式

地 じ を

域 め 送

と 相 る

の 談 会

連 受

携 付

い
じ
め
対
策(

確
認)

学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

教
育
相
談
①

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

教
育
相
談
②

親
か
ら
の
聞
き
取
り

個
人
面
談
に
よ
る
児
童
把
握

教
育
相
談
・
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
①

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

教
育
相
談
・
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
②

（
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
授
業
参
観
で
の
説
明

中
学
校
青
少
年
健
全
育
成
会
で
の
情
報
交
換

授
業
参
観･

バ
ザ
ー

ド
レ
ミ
フ
ァ
集
会


